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巻◆頭◆言

日本は経済的な先進国であると同時に、少子高齢化や人
口減少、国内市場の縮小、社会保障費の増大などに直面し
ている課題先進国でもある。社会課題の規模拡大、多様
化・複雑化が急速に進む中、社会的課題に事業として取り
組むソーシャルセクターの存在感が高まってきている。

とはいえ、日本におけるソーシャルセクターの活動はま
だ発展段階といえる。よりソーシャルビジネスが発展して
いる英国では、その市場規模は５兆7,000億円程度である
一方、日本では2,400億円程度との試算もある* 。ソーシャル
セクターは、企業ではビジネスとして成立させにくい、ま
た国や自治体ではすくい上げられにくいなど、民間企業や
公的機関では対処しきれない社会的課題に取り組んでいる。

こうしたソーシャルセクターなどに対して、金融機関で
10年以上放置された預金を助成・出資し公益活動に充てる

「休眠預金等活用法」が2018年１月１日に施行された。
2019年秋ごろから、実際の助成・貸付が開始される見込
みだ。現在、内閣府下の「休眠預金等活用審議会」にて、
海外事例からも学びを得つつ、日本型の社会課題解決の仕
組みを構築するべく議論がなされている。

日本型の仕組み構築に際し最も重要なことは、国や自治
体、ソーシャルセクターや民間企業、国民など多様なプレー
ヤーを結び付け、社会課題解決のエコシステム（生態系）を

形成することだ。エコシステム形成にはアイデアや資金は
もちろん、人材の確保が不可欠である。その際、多様なバッ
クグラウンドを持つ個人がかかわり、循環する流れを作る
ことが重要と考える。そうすることで、複雑化・多様化する
社会課題解決に向けたイノベーションも生まれるであろう。

国 連 で 採 択 さ れ たSDGs （Sustainable Development 
Goals：持続可能な開発目標）では、民間企業が主要な実施
主体の一つとして位置付けられている。また近年ではESG

（環境・社会・ガバナンス）投資の動きも広がりつつあり、社
会課題解決の文脈での民間企業への期待も高まっている。

このような背景も踏まえ、企業の経営者の皆さんには、社
会課題解決のためのエコシステム形成への貢献をぜひお願
いしたい。自社のCSR（企業の社会的責任）やCSV（共通価
値の創造）活動の戦略を点検し、具体的には、ソーシャル
セクターへの人材の派遣・交流、自社技術・能力の提供、そ
してソーシャルビジネスの担い手となる人材と資金のマッ
チング支援などのアクションを積極化していただきたい。

休眠預金活用の枠組みでも、休眠預金が呼び水となり、民
間企業から人材や資金が流入することで社会的投資市場が
成長していくことが期待されている。企業としては、単な
る社会貢献・寄付の域を出て、企業を取り巻く社会に対す
る投資という位置付けで貢献をしていくべきではないか。
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今月の表紙：シリーズ世界の花
【福寿草】
北海道から本州の山野を原産地とし、２〜４月頃に開花
する、春を代表する花です。「福を招く」との花言葉もあ
り、江戸時代から多くの園芸品種が親しまれています。
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 ＊出典： 経済産業省「ソーシャルビジネスWG報告～ソーシャルビジネスの現状と課題～」  http://www.meti.go.jp/committee/materials2/downloadfiles/g90417a06j.pdf


